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目的：老年看護学の臨地実習を終了した学生の認知症高齢者の理解・援助についての学び
の変化を明らかにし、効果的な講義や実習指導のための示唆を得る。 
 
対象および方法：対象は老年看護学実習を履修する学生で、研究の趣旨に同意した学生 128 
名。方法は、実習直前の学内オリエンテーション時と 3 週間後の実習終了時の 2 回、自作 
の自記式質問紙に回答を依頼した。実習前後の共通した質問項目は認知症の種類や症状、 
評価スケール、治療、ケア、予防などの認知症の知識とパーソンセンタードケアに基づい  
て作成した認知症に対する考えを 5 段階のリッカート尺度で測定した。なお実習後には対 
応困難な場面を質問項目として加えた。分析方法は、単純集計及び実習前後の比較のため  
に、クロス集計を行い、統計解析は、PASW Statistics18 を用いた。この調査は所属大学  
の倫理委員会及び研究対象の学生の承認を得た。倫理的配慮として研究の趣旨、調査には  
自由参加であること、実習評価に影響しないこと、データ処理や結果の公表は匿名である 
こと、回答をもって調査への同意である旨を口頭と書面で説明した。 
 
結果と考察：実習前と後両方に回答した学生は 75 名（回収率 58.5％）であった。認知症
の知識について実習前と後の変化をみると、全項目とも実習後の得点が高く、有意な差が
みられた(ｐ＜0.05ｐ＜0.001)。特に疾病に関する学びでは、中核症状や周辺症状の理解、
非薬物療法の理解の得点が高く、関わりに関する学びでは言語的・非言語的コミュニケー
ション、感情を尊重した対応、認知症のレベルに合った対応などが高かった。またケアに
関する学びで特に高かったのは、認知症を予防する生活習慣、ADL の把握及び配慮、環境・
食事・排泄・清潔の日常生活の援助やアセスメントの大切さ、ケアのフィードバックの大
切さであった。これらは実習後に半数以上がまあまあ理解できた、非常に理解できたと回
答した。認知症に対する考えとしては、パーソンセンタードケアに関する学びとして、そ
の人らしさを中心としたケアについて、互いに尊重できる関係、生活背景の考慮、相手の
立場に立って考える、相手の尊厳を守るという５項目が、80％以上がまあまあ理解できた、
非常に理解できたと回答した。さらに、実習中の対応困難な場面としては、会話が成り
立たないが、43 名（57.3％）で最も多かった。  
学生は漠然とした知識が、臨地実習で体験したことを意義付けできることによって学び
を確かなものとし、言葉で表現できるようになったり行動に移せるようになったと考える。
特に個別性を踏まえて実施したレクリエーションは、認知症の非薬物療法や認知症を予防
する生活習慣、アクティビティケアの効果と結びつけ、その重要性を考えることができた
と思われる。また認知症高齢者とのコミュニケーションに苦慮しながらも、あきらめるこ
となく関わることができ、コミュニケーションやパーソンセンタードケアに関する学びに
換えることができたのではないかと推察される。認知症高齢者に殆ど接したことがない学
生ではあるが、認知症高齢者の理解に関する学びの自己評価は高いものであった。これは
学生と高齢者との関わりの場面や日々の記録を通して行った、高齢者の表情の変化やその
時々の状況について意義付けできるような助言、導きの効果が大きかったと考えられる。  
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